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多摩丘陵下部更新統連光寺互層産のヤマトオサガニ化石 

増 渕 和 夫 * • 武 田 正 倫 " 

A b s t r a c t 

A c rab foss i l o f Macrophthalmus japonicus i de Haan) f r o m the ear ly P le is tocene 

Renkoj i Fo rma t i on in t he T a m a Hi l l , cen t ra l J a p a n . Kazuo M A S U B U C H I and 

Masatsune TAKEDA (*Kawasaki .Municipal Science Museum for Youth, Kawasaki, Kanagawa ； 

National Science Museum, Shinjuku, Tokyo) 

A fossil of Macrophthalmus (Mareotis) japonicus (de Haan) of the family Ocypodidae was 

collected from the early Pleistocene Renkoji Formation (Kazusa Group) in the Tama Hill, 

southern Kanto District, central Japan. This record indicates that this crab species had 

already evolved at the early Pleistocene and it lived m the estuarine soft muddy flat. 

K e y w o r d 
Tama Hill, Kazusa 'Group, Renkoji Formation, Macrophthalmus (Mareotis) japonicus, Crab fossil 

1 は じ め に 

関東地ガ•房総半島には，上部鮮新統〜下部更新統 

の上総層群が広く厚く分布している.多摩丘陵では， 

下部更新統の上総層群が丨1:陵の堪盤を構成している. 

岩相は多摩丘陵西部では主として淡水，一部浅海成の 

礫層.砂層•泥層からなり，東部ではやや浅い浅海域 

に堆積した泥がちの砂泥互層，泥層などからなってい 

る.多摩^陵の上総層群からは，浅海性を示す貝化石 

力、る他， S t e g o d o n aurorae ' � , Juglans cinerea2.� 

などの産出報告がある. 

多摩丘陵の上総層群産の力ニ化石産出報告としては， 

飯:層産のイチョウガニ Cancer japonicus3)
，ヒラツ 

メ ガニ Ovahpes punctatus,エンコワ 77 ニ Carcinoplax 

longimanaA)などがある.最近，財団法人平岡環境枓 

学研究所の平岡照代氏は飯室層より下位の上総層群連 

光寺互層より力ニ化れを発見し，筆者らに研究を託さ 

*川崎市青少年科学館：川崎市多摩区拼形7-1-2 

* *国立科学博物館：東京都新宿区百人町3-23-1 

れた. 

こ の 力 ニ 化 石 は ス ナ ガ ニ 枓 の ヤ マ ト オ サ ガ ニ 

Macrophthalmus (Mareotis) japonicus (de H a a n )と 

同定された.本化石は連光寺互層の堆積期の古環境解 

明に重要と考えられる. 

方サガニ氣Macrophthalmusの化石は，本邦では中 

新統，上部鮮新統，完新統からの産出が報告されてい 

るカヾ，下部更新統からの産出は初めてであり，今回の 

発兒は古生物学的にも意義深い. 

本研究を実施するにあたり，平岡照代氏より快く標 

本を提供して戴いたほか，川崎市青少年科学館自然調 

査団地質班の方々ならびに法政大学大学院生高野繁昭 

氏に化石産出地点の地質調査に協力していただいた. 

和光高校の大沢進氏より上倉田層産のオサガニ属化石 

を比較のために借用した.高野氏からは本稿への適切 

な助言を戴き，また，元通産省地質調査所岡重文博士 

には原稿の校閲を賜った. 

以上の方々に心より感謝致します. 

なお，本化石は川崎市青少年科学館に保管されている. 
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図2力ニ化石産出地点（多摩市長坂）の露頭スケッチ.（凡例は図3と同様) 

1.長坂 

御殿峠礫層 

广 • 一 一 丨 泥 岩 細 粒 ガ ラ ス 質 凝 灰 岩 

「ニ : 1砂質泥岩 1 6 |貝化石 

| - ， ] 粘 土 質 泥 岩 U | 生 痕 

I： • : j 砂 丁 N 田 中 タ フ 

10 o ] 礫 > < 力ニ化石産出層準 

図3力ニ化石産出地点(右）および周辺の地質柱状図(上). 

(柱状図中の数字は海抜高度） 

2化石の産出地点の地質 

多摩丘陵北西部の日野市平山から多摩市，稲城市さ 

らに南方の町田市小野寺付近にかけては下部更新統の 

上総層群連光寺互層
5 〉

が分布している.連光寺互層は 

礫，泥および砂の互層からなり，泥質部にしばしば特 

徴的な凝灰岩層が介在し，鍵層として利用されている. 

泥層中には J u g l a n s cinerea, Metaseqoia 7ふと、、のfil 

物化石を多産する
6〉
とともに，生痕の発達や貝化石の 

産出が認められている
5
>

7 )
. 

産出地点の位置を図1に，産出地点の露頭を図2に， 

産出地点とその周辺の地質柱状図を図3に示す. 

産出地点は多摩市長坂の道路際の露頭である.ただ 

し，本露頭は，道路の付け替え工事により，現在は消 

失してしまった. 

露頭下部の砂質泥層中には田中タフ
8》
あるいはシロ 

チョロタフ 6》
とよばれる白色シルトサイズのガラス質 

凝灰岩が認められる.砂質泥層中には貝化石が散在す 

る.砂質泥層の上部は粘土化し，マッドクラックや生 

痕がよく発達し，貝化石のモールドも認められる.泥 

図 4力ニ化石産出地点のマッドクラックの発達 
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層を整合に，細礫まじりの淘汰のよい中〜粗粒の砂層 

が覆っている.マッドクラックや生痕の発達から，堆 

積環境は内湾の潮間帯が推定される.なお，産出地点 

の北方，多摩市唐木田，落合の多摩ニュータウン造成 

地内では，田中タフの下位約3〜4mにカキの化石床 

がレンズ状に介在している. 

力ニ化石は田中タフの上位約2.7mの砂質泥層から産 

出した. 

3 化 石 の 記 載 

Family Ocypodidae Ortmann, 1894 

Genus Macrophthalmus Latreille, 1829 

Subgenus Mareotis Barnes, 1967 

Macrophthalmus (Mareotis) japonicus 

(de Haan, 1835) 

額は狭いが，額の眼柄着点でのくびれは，保存が悪 

く確認できない.額の中央には縦の溝がある. 

眼窩上縁はわん曲し，後方に傾いている.眼窩上縁 

の全長にわたって顆粒が認められるほか，眼窩下縁に 

も顆粒が並んでいる.眼窩下縁の内側はまっすぐだが， 

外側1くでは強く傾いている.眼窩外歯と前側緣第1 

歯との間には判然と切れ目が入っている.眼窩外歯は 

四角く，外側で切断されている.第1歯の後方に切れ 

目があって，第 2の歯が不明瞭に続いている.第1歯 

と第 2歯の外縁は顆粒で縁取られている.第1歯と第 

2歯の形状は，保存が悪く確認できない.甲は横に広 

い長方形で，中心部のわずかな部分を除き，一様に顆 

粒で覆われている.深く広い溝が各域を分けている. 

前鰓域下縁に顆粒の横列があり，第1歯と第2歯の切 

れ目から前鰓域に向かって短い顆粒の横列が走ってい 

鰓域には後側縁に平行で，互い ：ほぼ等しい長さ 

図 5 ャマト方サガニ Macrophthalmus (Mareotis)japonicus[Ae Haan),連光寺互層産（A〜C)， 

上倉田層産（D). A，キャスト；B，背面；C，キャスト鰓域；D，背面. 
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の2本の顆粒列からなる稜線がある. 

最大甲幅は前側縁第1歯間である.甲長1 4 m m ,甲 

幅17.8mm.甲長と甲幅の比は1：1.56である. 

4 比 較 

甲殻が横に広い長方形で，額が狭いという特徴から 

オサガニ属Macrophtha lmusに属する. 

BARNES
 9 >

はオサガニ属を6亜属に分けている.酒 

井
1 G >

は日本に現生する9種について記載し，また，武 

田
1 1
 > は琉球列島のオサガニ属10種を記録している.重 

複する種を整理すると日本産の現生種は14種である. 

各亜属間の境界は必ずしも厳密ではないが，甲面が頼 

粒で覆われ，顆粒の列や塊もあり，額が極めて狭いと 

いう特徴は，本化石がMzreoむsかVenitu$のいずれか 

に属することを示している. 

Venitusの現生種はノコハオサガニ M. latreiUei 

(Desmarest)の1種のみである. 

ノコハオサガニでは眼窩上縁はわずかにわん曲し， 

後方に傾かず水平で，側歯は3つあり，甲幅は第2歯 

間で最大である.鰓域には後側縁に平行な顆粒列があ 

るのが一般的であるが，不明瞭なこともある. 

連光寺互層産のオサガニ属化石では眼窩上縁はわん 

曲して後方に傾き，側歯は2つあり，甲幅は第1歯間 

で最大，’鰓域には後側縁に平行な顆粒列がある.したが 

って，連光寺互層産の化石はMzreo/びに属すると考え 

られる. 

Mareotisの現生種は，ヤマトオサガニ M. japonicus 

(de Haan ) ,タイヨウ才サガニ M. pacificus Dana, 

ヨコスジ才サガニ M. definitus Whi te , M. setosus 

H. Milne .Edwards ,才キナワ才サガニ M. cnnitus 

Rathbun, M. abercrombei Barnes ,タイワンヒメ 才 

サガニ M. boteltobagoe (Sakai)の7種であり，曰本産 

は和名の与えられている5種である.ヨコスジオサガ 

ニ，タイワンヒメ才サガニ，M. abercrombeiの3種で 

は鰓域に顆粒列がない.他の4種は鰓域に顆粒列があ 

る.タイヨゥオサガニとオキナヮオサガニでは眼窩上 

緣がわん曲して水平，額の眼柄着点のくびれがわずか 

であるのに対し，ヤマトオサガニとM setosusは眼窩 

外緣がわん曲して後方に傾斜，額の眼柄着点のくびれ 

が明瞭である.さらに，ヤマトオサガニでは甲面のわ 

ずかな中心部を除いて顆粒が全域に分布し，側縁は顆 

粒で縁取られており，最大甲幅が第1歯間である.一 

方，M. setosusでは甲面の中央部および側縁には顆粒 

がなく，最大甲幅は眼窩外歯間である. 

連光寺互層産の化石では’保存が悪いため額の眼柄 

着点のくびれは確認できないが，眼窩外縁のわん曲と 

後方への傾斜，顆粒の甲面および側緑での分布状況， 

第1歯間の最大甲幅という特徴が，ヤマトオサガニの 

特徴と一致する.文献によるだけでなく，国立科学博 

物館所蔵の東京湾木更津産の標本（NSMT_ Cr 7584 ； 

甲長16.6mm,甲幅28.2mm)と比較し，この一致を確 

5心、し/‘， 

次に化石種および従来記録されているヤマトオサガ 

ニ化石と比較する. 

M. guamensis Kesling (グアム産）
1
”は額が広く甲 

幅の 6分の1であること，側歯が 3つあること，顆粒 

(小突起）がわずかな部分を除レ、て分布しないこと，最 

大甲幅が第2歯間であることなど連光寺互層産のヤマ 

トオサガニ化石の特徴とは異なる. 

千葉県船橋市の完新統から記録されたヤマトオサガ 

ニ化石
13
)は額の形状や眼窩上縁，側緣における顆粒， 

甲面の特徴が連光寺互層産のヤマトオサガニ化石と類 

似する. 

新潟県魚沼層群丨丨I西町の上部鮮新統に産したオサガ 

ニ属化石は種まで同定されていない
1 4 >

が，額や眼窩上 

縁の形状，鰓域の顆粒からなる2本の椟線などの特徴 

から，連光寺互層産のヤマトオサガニと類似する. 

大沢進氏が横浜市戸塚区緑園都市の中部更新統相 

模層群上倉田層より採集したヤマトオサガニ
1 5
)は，連 

光寺互層産のヤマトオサガニ化石では保存が悪く確認 

できなかった額の眼枘着办のくびれなど額の形状が明 

暸である.この化石は中幅24.2mm,屮長14.9mmであ 

り，0R窩外縁の形状と顆粒により緣取られていること， 

眼窩外歯の外縁は四角で外側で切断されていること， 

眼窩外歯と第1淘間にU字形の切れ目があること，屮 

面の顆粒の分布，最大中幅が第1間であることなど， 

連光寺互層産のヤマトオサガニ化石の特徴とよく一致 

する. 

5 考 察 

5 • 1 古 生 物 学 的 意 義 

オサガニ属の化石は，前述したもの以外に，鹿児岛 

県河頭の更新統河頭層からのM . kogash iraensis 

Imaizumi (MS name, nomen nudum) (Hayasaxa 

and Oki, 1971)16 ) ,大阪駅前の完新統梅田層からノコ 

ハオサガニ名古屋港の浚渫造成地帯からノコハオ 
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サガニおよびヤマ1、オサガニ
18
)が報ぐ,••されている. 

前述の舟、沾•群-ド部累明鹿のオサガニ铽化ィ丨はヤマ 

トオサガニと類似,丨丨:を多くすることからヤマトオサガ 

ニの祖先饨とされている
1 4 1

.しかし，速) t、Y:// :閽•の 

化石は史新此前期と考えられるから，すでにヤマトオ 

サガニは史新世前期に出现したことを小すものとして 

承要である. 

5 • 2産出層の堆積環境 

ヤマトオサガニの现 ' k沌はな森阽を北限とし，本州， 

叫丨札九州，沖純に十る各地内め，河丨丨に鹿し，跡丨 

の沆海沿 ^，北部屮 I 礼 f n ； !ンンガボ一ル，オース 

トラリアにまで分布する
1
“

1
.屮丨|:.丨沿ひには別亜种が分 

布し，—卞.として)レ脚の反節が幅広いこ.とによりK別さ 

れる
1
(へ 

速光が//:丨Hには，礫-妮一砂のサイクルか'あり，堆 

坫力時の海水,錢の影《が小唆されている
9
> .また， 

巡光か//:的丨屯化ィ丨の丨屯;I!丨H尔はママドクラ‘ク，屮疯 

の発迮，カキ化れ床などから，内湾!)!.の潮間wの堆祐 

環境を小唆するが，これは现 ' kのヤマトオサガニの屯 

な職とィ’'祈しない. 

6 ま と め 

(1)多嗜巾じ坂のド部! I：新統h総稱群迚兄ケり:丨Hよ 

りフ、十ガニ オサガニ ！ 禹 M a c w M i t l w h u u s • 化 イ 丨 を 採 粜 

した. 

(2 )このオサガニ铽化イ丨は①額が抉く，②眼窩上鉍 

はわん I t l lして後ガに倾斜し，③服窩外铽と側鉍が颗粒 

で 赚 ら れ ’ CD丨I丨ifiiは屮心部のわずかな部分を除いて 

顆粒に淖われ，⑤鰓诚には粕粒からなる 2水の綾線が 

あリ’ ©前側緣第1尚問で
1 IMwは设人にな.るといつ形 

態 的 恃 徴 か ら ヤ マ ト オ サ ガ ニ Macrophthalmus 

(Mareotis) japon/a/s (de Haan)と丨ロ]定された. 

(3 )速光、V//:树廂のヤマ丨、オサガニ化石はこの沌が 

すでに史新世前期に出现していたことを’パす. 

(4 )ヤマトオサガニ化ィ1を)屯出した地点の.連光-、
1
^/: 

解は，现生の力ニ類の生,
1
」,環境および地閽中のマッド 

クラック，生疯の発達などから，その堆秸環境は内め 

の砂泥f{測丨丨]猎と推定される. 
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